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研究から広がる未来

卒業後の未来像

左が零磁場、右が強磁場下で成長させた銀樹。零磁場の条件では、
樹枝状の銀樹が成長しているのに対し、強磁場の条件下では、長さ
がほぼ同じで、一方向へ傾いた銀樹が生成していることがわかる。

磁場内で作成した高分子の薄膜。
直径20 mm。通常の重力下では、
この大きさの膜は割れてしまう。

変化がはやく、新しい考え方がどんどん古くなる時代です
が、化学は「もの」の構造を考える、「もの」の性質を調べる、「も
の」をつくる、など「もの」に関する基本的な分野です。本
質的なところをブラックボックスにしないで、いろいろ新しい
ものに取り組めるような人になってください。
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電子はすべての「もの」に含まれていますから、磁場
はすべての「もの」と相互作用することになります。です
から、強い磁石を使えば、どんな「もの」でも何らかの相
互作用を示すことになります。この相互作用を応用するこ
とで、反応を制御する、新材料の開発をすることができま
す。磁気科学は基礎的な化学だけではなく、高分子、金属、
医学など幅広い領域にまたがる研究分野です。

自然科学の様々な分野の中で、化学は「もの」をあつかう学問になり
ます。その「もの」を制御する方法として磁場と光を使う方法があります。
磁場と光は「もの」の中の電子と相互に関係しあうことができます。こ
れを相互作用といいます。この相互作用のために、「もの」は様々な顔を
見せてくれるのです。特に磁場と「もの」との相互作用を扱う学問を磁
気科学といいます。この相互作用についてはまだよくわからないところ
が多く、詳細な研究が必要な領域です。そこで強力な磁石である超伝導
磁石を用いて、種々の反応系について研究を行っています。

磁場と光と「もの」との相互作用を
制御する化学

磁場下で成長させた銀樹。銀樹
はある角度方向に配向している
ことがわかる。


